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当社グループは1938年航空機用風防ガラスや航空機用塗料を主力製品とする生産会社として創立し、コーティング事業・

塗料事業・化成品事業・電子材料事業・メディカル材料といったさまざまな分野において革新的な技術を開発し、高付加価値

製品を創出してきました。2030年のありたい姿「共創×進化×化学の力で新たな価値を提供する」を目指しながら、CO₂排出量

削減や環境負荷低減、人々の生活向上に繋がる技術・製品を創出し、社会課題の解決に貢献していきます。

価値創造のあゆみ
事業の進展と製品開発
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「藤倉工業株式会社」（現「藤倉コンポ
ジット株式会社」）から分離独立し、航空
機用風防ガラスや航空機用塗料を主力
製品とした「藤倉化学工業株式会社」を
設立

創立時に製造していた「航空機用塗
料」をベースに「アクリル塗料（建築
用・瓦用）」を開発。これ がもとになっ
て1950年代に塗料事業誕生。 

・アクリルシラップ
・ロールフィルム
・ラッカー

・コピー用樹脂
・粘接着剤

・樹脂系荷電制御材 ・ブロックポリマー
・有機微粒子

・ウレタン樹脂
・バイオマス材料

・ホルマール塗料
・アクリルラッカー塗料
・2液アクリルウレタン塗料

・内装用水系
 多彩模様塗料
・単層弾性塗料
・複層弾性塗料

・スウェード調塗料
・乾式工法用目地処理材

・金属調仕上塗料
・リフォーム用塗料

・高耐久水系多彩模様塗料
・サイディング用高耐久塗料

・水系金属調仕上塗料

1938年 創立

創立

社名変更

株式上場

「藤倉化成株式会社」と
現在の社名に改称

1958年
研究開発強化

鷲宮事業所
開発研究所を新設

1996年

東京証券取引所市場
第2部に上場

1962年

コーティング事業部ASEAN拡大
2010年代

東京証券取引所
プライム市場へ移行

2022年 4月
東京証券取引所市場第1部に昇格
2001年 3月

米国「レッドスポット社」、英国「ソネボーンアンド
リーク社」とプラスチック用コーティング分野に
おいて包括的3極グローバルネットワーク事業提携

2000年代 コーティング事業：グローバル展開

栃木県佐野市に佐野事業所を開設→1973年東京
板橋工場から佐野事業所への生産部門の全面移転完了

1971年 生産体制強化

建築用塗料の販売会社「フジケミ東京株式会社」
「フジケミ近畿株式会社」「フジケミカル株式会社」を設立

1980年代 塗料事業：国内拡大

創立時に製造していた「メタクリ
ル酸エステル」をベースに「アクリ
ベース」を開発。これがもとになっ
て1946年に化成品事業誕生。 

国内初のアクリル樹脂メーカーと
して、創立時の基幹製品。
MMAモノマー製造から、重合・成
型まで自社で手がけていた。
当初は軍需用途であったが、戦後
は民需に転換し、アクリル樹脂板
や成型用材料を製造。1970年代
に撤退。

・プラスチック用コーティング材
・ハードコート
・蒸着用塗料
・難付着性プラスチック用
 コーティング材
・UVコーティング材

・ガラス用コーティング材
・農ビ用コーティング材
・超艶消し・高触感塗材

・携帯電話用コーティング材
・TBXフリーコーティング材

・水系塗料
・防曇塗料
・環境対応コーティング材
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・導電性樹脂
・エポキシ樹脂系接着剤1957年～
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・メンブレンスイッチ

・診断薬用ラテックス ・ラテックス試薬 ・高機能ラテックス
・ラテックス試薬の応用

・シリコーン樹脂系
 接着剤

・銀スルーホール ・デジタル対応製品

今後の展開

コーティング
事業
・バイオマス製品
・高機能性製品
・省工程・省エネ
・フィルム市場拡充

塗料事業
・高意匠・高耐久製品
・省工程製品
・新素材開発
・土木分野への参入

化成品事業
・バイオマス製品
・UV粘着剤
・高機能樹脂開発
・ウレタン市場への展開

メディカル
材料分野
・ラテックス試薬の
  高品質化
・試薬項目開発の継続
・小型測定器への展開
・新興国市場への展開

電子材料事業
・車載・自動運転・
  EV用製品
・通信5G用製品
・環境貢献製品
・新規用途の獲得

1939年（昭和14年）板橋工場

1950年代~1960年代 1970~1980年代 2010~2020年代1990~2000年代

航
空
機

塗
料

メ
タ
ク
リ
ル
酸

エ
ス
テ
ル

航
空
機
用

風
防
ガ
ラ
ス

・
メ
タ
ク
リ
ル
酸
樹
脂

ア
ク
リ
ル
塗
料

（
建
築
用
・
瓦
用
）

ア
ク
リ

ベ
ー
ス

1938~1940年代

1970年代
撤
退

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

価値創造ストーリー



11 FUJIKURA KASEI GROUP SUSTAINABILITY REPORT 2023 12藤倉化成グループ サステナビリティレポート 2023

コーティング事業
概要：プラスチック用コーティング材等の製
造、販売
機会：脱炭素社会への転換、EV化の拡大
リスク：サプライチェーンの大きな変化

塗料事業
概要：建築用コーティング材等の製造、販売
機会：住宅長寿命化への貢献、工事力による
事業拡大
リスク：国内住宅着工件数の減、塗装技能者
の高齢化

電子材料事業
概要：導電性樹脂材料及び導電性接着剤等
の製造、販売
機会：DX、IoT、EV化による材料市場の高成長
リスク：海外顧客の現地調達化

化成品事業
概要：機能性樹脂ベースの製造、販売
機会：脱炭素、DX、IoTによる新素材分野での
市場拡大
リスク：市場シュリンクによる提供価値の
縮小

合成樹脂事業
概要：アクリル樹脂の原材料、加工品の仕入、
販売
機会：環境商材などの新たな市場への価値提供
リスク：既存エントリー市場の構造変化

当社グループは、自社が解決すべき社会課題を認識し、価値創造モデルに沿って事業を継続的に推進していきます。

事業を通じて環境・社会課題の解決に貢献し続けると同時に、

社会やステークホルダーへの価値提供を通じて、企業価値向上に取り組みます。

価値創造モデルとは、藤倉化成グループが事業活動を通してどのように社会的価値（社会への貢献）、

経済的価値（利益創出）を創造し、持続的な成長を実現していくかを示したビジネスモデルです。

藤倉化成が解決すべき社会課題

財務資本
・ 適正な財務体質

知的資本
・ 知の共創を育む文化
・ 幅広い産業分野に

及ぶ技術

人的資本
・ 個性の尊重と
多様性の拡充

・ イノベーションを
創出する組織

社会・関係資本
・ 多様な市場における

ブランド力
・ グローバルな
ネットワーク

自然資本
・ 脱炭素社会への貢献
・ 資源の効率的な利用

アウトカム
（社会的価値、影響）

アウトプット提供できる価値
（キーワード）藤倉化成グループの事業活動インプット（投入資本）

お客様
顧客の価値
向上への
寄与

従業員の
働き方と健康

モビリティ環境
の変化

DX社会の
実現

豊かで安心な
インフラ

快適便利な
暮らしと住まい

健康増進と
余暇の充実

気候変動への
対応

CSR最重要課題 戦略 事業分野

コンプライ
アンス

労働安全衛生

化学物質管理

リスク
マネジメント

環境保全
（環境負荷の
低減）

事業を通じた
環境・
社会貢献

コーティング事業
高機能、CＯ₂削減
（省工程、省エネ、
バイオマス）、
高意匠､グローバル

塗料事業
高意匠、高耐久、
環境（省工程、水系
化、乾式化）、
施工品質

電子材料事業
5G、IoT、EV、
自動運転、医療、
介護

化成品事業
環境（低エネルギー、
バイオマス、脱VOC）、
高機能樹脂、
体外診断薬
（診断新項目）、
試薬原料

合成樹脂事業
カーボンニュートラル
素材、
マテリアルリサイクル・
ケミカルリサイクル

2030年のありたい姿

第11次中期経営計画
次世代に繋げる新しい姿の構築

新たな価値を提供する
で共創 進化 化学の力× ×

経営理念

ともに挑み ともに繋ぐ
常にお客様目線で上質な価値を創出する

取引先様
サプライヤー
との

共存・共栄

株主・投資
家の皆様
企業価値
向上による
株主還元

従業員
働きがい、
能力の最大
発揮

社会
地域社会の
持続的発展
への貢献

環境
環境リスク
低減

価値創造の循環              企業価値の向上

事業領域 3つの戦略

経営領域 2つの戦略

製造資本
・ 多様な生産・供給体制
・ 品質保証体制

サステナビリティの
取り組み

経営基盤の
強靱化

そだてる

技術開発の
拡充

のばす

注力事業の
強化

ささえる

基盤事業の
収益性
拡大
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価値創造ストーリー 価値創造モデル
藤倉化成グループのめざすもの




